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言葉を使うAIをより人間らしく
～人間とAIが協働するくらしに向けて～

集団にある見逃しがちな知を見つける
～隠れた意見を見出すAI～

街があなたの「相棒」になる
～あなたの“ツボ”を刺激する街のloT～

私らしい身体動作を引き出す
～理想的な身体の動きを支援するAI～

疲労を可視化してポジティブに生かす
～五感センシング技術の活用～
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I N T R O D U C T  I O N  /  サイエンスインパクトラボとは？

研究者

自治体 社会起業家

企業 ユーザー

「サイエンスインパクトラボ」は、

国立研究開発法人科学技術振興機構（J S T）の

「科学と社会」推進部が行う共創プログラムです。

P O I N T

全員の“交点”を発見して

探求し続けられる状態をつくる

※1  …  ユニット内の議論活性化を促す役割
※2  …  ユニット内の専門的用語の翻訳と成果創出へ向けた共創促進の役割
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I N T R O D U C T  I O N  /  プロジェクトテーマ

東京大学大学院 総合文化研究科
言語情報科学専攻  講師

# 人間らしいAI
# 自然言語処理
# 認知科学
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神戸大学大学院 工学研究科
電気電子工学専攻 助教

# ウェアラブルデバイス
# 疲労時五感
# 生体センシング

大
西 

鮎
美

神戸大学
未来医工学研究開発センター 特命講師

# 非言語コミュニケーション
# 身体動作
# 印象

土
田 
修
平

東京大学大学院 総合文化研究科
広域科学専攻  准教授

# 集合知
# 集団意思決定
# 相互評価

# 参加型センシング
# ｢体感〇〇｣ をA Iが学習
# 人の手で創る（DIYする）
　スマートシティ

馬
場 

雪
乃

奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科 助教

松
田 

裕
貴
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I N T R O D U C T  I O N  /  共創のプロセス

ありたい社会像を
共創で描くチームをつくる

2022年10月11日（火） 2022年10月27日（木） 2022年11月06日（日） 2023年01月12日（木）

第 1 回

ワークショップ

N E X T
A C T I O N

W O R K  S H O P

T E A M  C O M M U N I C AT I O N

第 2 回

ワークショップ

協働を生み出すシナリオと
社会実装アクションを共有する

今後、各Unitで

シナリオの実装に

向けて活動

第 3 回

ワークショップ

研究と社会課題をつなぐ
アイデアを生み出す

お互いのシナリオ実践を
支援し合う

2022年10月から2023年1月にかけて3日間のワークショップを実施。

そこでの議論を軸に、オンラインコミュニティでの意見交換に加え、

ユニットによっては追加のディスカッションも自発的に行いながら、

研究成果の社会実装プランをつくり上げていきました。

参加者交流会
at 日本科学未来館
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東京大学大学院  総合文化研究科
言語情報科学専攻  講師

# 人間らしいAI
# 自然言語処理
# 認知科学

V I S I O N S O C I A L  T H E M E

 
Yohei Oseki
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R E P O R T  /  U N I T 0 1

S O C I A L  I M P L E M E N TAT I O N  P L A N N E X T  A C T I O N S
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R E P O R T  /  U N I T 0 2

V I S I O N S O C I A L  T H E M E

 
Ayumi Ohnishi

Unit

02 神戸大学大学院  工学研究科
電気電子工学専攻  助教

#ウェアラブルデバイス
#疲労時五感
#生体センシング
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R E P O R T  /  U N I T 0 3

V I S I O N S O C I A L  T H E M E

 
Shuhei Tsuchida
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0 3 神戸大学
未来医工学研究開発センター 特命講師

# 非言語コミュニケーション
# 身体動作
# 印象
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S O C I A L  I M P L E M E N TAT I O N  P L A N N E X T  A C T I O N S
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Yukino Baba 東京大学大学院  総合文化研究科

広域科学専攻  准教授

# 集合知
# 集団意思決定
# 相互評価
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Q A
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R E P O R T  /  U N I T 0 5

 
Yuki Matsuda
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0 5 奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科  助教

# 参加型センシング
# ｢体感〇〇｣  をAIが学習
# 人の手で創る（DIYする）スマートシティ

V I S I O N S O C I A L  T H E M E
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C L O S I N G  /  プロジェクト総括

研究者と多様な参加者が
全3回のオンラインワークショップと
オンラインコミュニティで議論を重ね、

社会実装プランとネクストアクションをつくり上げました。

今後も多くの方々からの協力を得ながら、
各Unitはプランの実現を目指します。

大関  洋平
東京大学大学院  
総合文化研究科  言語情報科学専攻
講師
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助教

松田  裕貴
奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科
助教

馬場  雪乃
東京大学大学院
総合文化研究科  広域科学専攻
准教授
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C L O S I N G  /  ディスカッション参加者

17

コーディネーター  …  ユニット内の議論活性化を促す役割 科学コミュニケーター  …  ユニット内の専門的用語の翻訳と成果創出へ向けた共創促進の役割
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0 2 大西  鮎美

秋山  肇
筑波大学  人文社会系

大和田  優
日産自動車株式会社

倉辻  悠平
NPO法人ETIC.

小山  裕昭
株式会社 JINZEN

佐藤  充恵
聖学院中学校高等学校

鈴木  祐介
株式会社パラドックス

清野  隼
筑波大学  体育系
スマートウエルネスシティ政策開発研究センター

瀬口  秀則
日産自動車株式会社

宮木  志穂
ハーチ株式会社

最上  元樹
株式会社フューチャーセッションズ
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ハーチ株式会社

谷  明洋
元日本科学未来館
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明治大学  総合数理学部

和田  崇
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雨宮  崇
元日本科学未来館
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立教大学  理学部
共通教育推進室（SCOL A）
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0 3 土田  修平

井口  彩乃
加藤  公敬
一般社団法人Future Center Allience Japan

杉浦  裕樹
NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラボ

寺西  眞一
障害者・高齢者福祉イノベーションリビングラボ

種村  剛
北海道大学大学院 教育推進機構
リカレント教育推進部

廣瀬  聡
株式会社さくらプラン

室井  梨那
ハーチ株式会社

本田  ともみ
元日本科学未来館

神戸大学
未来医工学研究開発センター  特命講師
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0 4 馬場  雪乃

有福  英幸
株式会社フューチャーセッションズ

小林  野渉
NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラボ
株式会社はじまり商店街

田村  裕俊
株式会社博報堂

三塚  平
かえつ有明中高等学校

光成  章
ジャートム株式会社

松田  共代
ハーチ株式会社

高橋  麻美
元日本科学未来館

東京大学大学院  総合文化研究科
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0 5 松田  裕貴

小島  健嗣
design MeME合同会社

永田  賢司
阪急電鉄株式会社

野副  晋

小島  弘久
ハーチ株式会社

本田  隆行
合同会社 sou

奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科  助教
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科学技術振興機構 (JST)
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日下  葵
科学技術振興機構 (JST)
「科学と社会」推進部

森田  由子
科学技術振興機構 (JST)
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科学技術振興機構 (JST)
「科学と社会」推進部

最上  元樹
株式会社フューチャーセッションズ

有福  英幸
株式会社フューチャーセッションズ

宮木  志穂
ハーチ株式会社

本田隆行
合同会社  SOU

最上  元樹
株式会社フューチャーセッションズ

有福  英幸
株式会社フューチャーセッションズ

宮木  志穂
ハーチ株式会社

本田隆行
合同会社  SOU

横山  七絵
株式会社リトルクリエイティブセンター

櫻井  秀美
株式会社リトルクリエイティブセンター

横山  七絵
株式会社リトルクリエイティブセンター

櫻井  秀美
株式会社リトルクリエイティブセンター

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 
「科学と社会」推進部　未来共創企画グループ

 chance@jst.go.jp

［  お問い合わせ ］


